
地中のスギ種子を侵害する肉類と

種子消毒の効果

l 緒 τ三~
Eヨ

佐 藤 邦彦(i)

わが~において，針葉樹Hí;喧の立佑病，ím;í';のために種 hì'j:)'与が励行されるよ)になったの:工終戦後であ

勺，それ以前にはほとんどかえりみられなかった l

栃内・今井 (1948)，余:m (1950\ 今'Jj: (1952)，佐々木(1954) は五、yマツおよびトドマヅ積子のメ

ノレクロンダストによる消苛が地中腐敗を防ぎ，とくに秋まき種子や古種干の発茅を増進することを報告し

てし、る。イ)1"1蕊 (1949 ， 1950 , 1954) は塗抹川有内水銀河lによる粉衣が地rl-I府政相!の立中古.;"J~のド)jl:，í，に有を1Jts:

ことを報告し， VLJ手弁ら(1951) は秋まきスギ種下のセレサンとメノレクロンダストによる消識が，かなり

有効仕ことを報告した

米国 tこ:t;\，、ても Rn~Im ら (1943) はノルウエーパイン lYiの立枯病に対して，ブエニ -li.- ・シアナマイ

ド 7MR と酸化カドきウムによる種子の粉交の効果を報告し， DλnR (1951) はダイオウショウ ú1íの立枯病

に文、lするセメサン (Semesan) の効果を fk~';' している

Wλ 1"， 1ζ 1<:1: (1950) :土種子消毒の;別!として Seed disinfection , Seed disinfectation, Seed protectio口

の 3 つをあげて:!-;り S巴ed prot告ction*l ;11には i1d利 11有機水以月1)， スパープン (Spergon). アラリーン

イArasaロ)なとをあげている

7千:a浸水j;J~月Ijによる種子川市が発ザを増 illiする l'1f!山としては，極「に付着または?外在する ~i;jhj( l'fi と:I!，t r!，か

ら似入する商を殺し，あるいはその侵入をさまたげるためと考えられているヮしかし，まだ実験，'I')iこ裏付

けられていないようであリ，また r山中におけるスギ種子に佼スずる商の種類とその比'-tSβ よび季節約変

化などιついても川らカ、にされていない

筆者は以上のrHj'還を明らか lこするためにこの耐究を行った 不備な点、も少なくないが，現在まで得た!戊

.'-i~を:rIHi し，きらに{日f究を」住めてゆく子5Ëである

この研究を行う Lあたり，釜初:1分場長の (j十漆--î:fUキゴでから懇切なご指導を賜わり， V\fU営林局可・商務J_の

山本敏夫氏(TìÎj秋川営林E丹助務)， ニツ:J:二営 f:，[:'ìY，-の川口稔H:カ a らは{jl;試スギ種子を者jIt していただき， 実

験の実施にあたっては当交場の庄司次男氏の援ItJJを得た ここ i乙深甚の謝意を表すると

I スギ種子iこ付着または潜在する菌類とそ￠消毒

1. 種子にi替表する菌の分離

供試種子は，新種子としては二ツ井営林吉管内大関経営区から 1953 年 10 月に採取したものを，古種

(1) 秋田支場保諮研究室員

ネl 生育期間を通じて， とくに慢されやすL 、植物に対する土壌菌による侵害を防ぐために，著者子や詮萌を殺苦
言明jで包囲する消毒活。
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子には秋111営林業泊、rkJ.!)j鹿経営区から 1951 年

10 月に採取し， 室内に保存した風乾状態のも

のを用いた)

1954 年 1 月 12 日に供試種子を任意に約 50(}

粒J采り，山凹(1952)相の報告した装置を用い
A
せ
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て，昇禾アルコール (0.1%: 50%) で 2分間

殺菌したのち，殺菌水で沈澱し， 3 寸シヤ{レ

内の 15cc:債の馬鈴薯煎汁寒天培養基面に 1 箇

につき 10 位 Fつならべ， 1 処引につき 100 粒ずつ供し， 25 C の沼恒川内において， イ共試種子から発育

してくる菌について調べたc

主\!ï黄幸走*: 試験開始後 8 日間におし、て分離した菌は Table 1 のとおりである。

この結果によると，古種子にはおl種子よりも 'm

に保存したために，しだいに菌が減少したもののようである J

2. 種子に付着または潜在する菌類のウスプルンによる消毒

供試種子は実験 1 主同じ新種子を用い， ウスプルン仇 600 f音波液を 100cc ずつ小型広口ピンに分注

し，これに試:併を約 500 粒ずつ以f去し， 18"C に所定時11M!来って処rQ[ した。 殺菌種子を水洗せずにその

まま 3 寸シャーレ内の 15cc 霊;の馬鈴薯NiUIク'l!A培益基閣に l 箇につき 10 粒ずつならベ， 1 処理につき

100 粒を供L ， 25'C の定温器に収め，供試積子から発育してくる菌と種子の発51ーについて調べた

試験結汲: 菌については 1 週間，種子の発ぷについては 4 週間以内の結果は Table 2 のとおりである。

この結呆にムると，没演時聞はだいたい 4~6 時間以上で，不完全ではあるがほぼ消毒の目的を達し，

発芽に対しても悪影響はないようである 3

菌名
Fungi 

Fusarium spp. 

Botrytis cinerea 

Pestalotia Shi円ûana

Alternaria S]J. 

Cladosjりoriw何 Sp.

Clasterosporium sp.? 

Penicillium spp. 

Rhizopus sp. 

Aspergi!lus sp. 

? 

Bacteria 

種子の発芽率
Germination percentage 
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*:::筆者らの研究室ではこの生日間を病組織からの鼠の分肉ti:に常用して好成績を料ている o • 
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111 地中のスギ種子から分離した菌類と種子消毒の効果

1. 冬から春までの期間における分離

供試積子はEの実験 1 で用いたと[丙j じ新種子と古種子を用い，つぎに示す各種の処却を行って，殺菌ガ

ーゼに 3g ずつ包み，各処IIf!ごとに 12 包ずつ準備した。

種子に対する処理

A. 古種子無処王恩 B. 古種子を 15 ポンドで 30 分間高圧蒸気殺菌

c. 新種子無処理 D. ~種子に 5% のセレサン塗抹

Jゴ、上ーの各処理を行った種子はつぎの 2 箇所に 5cm の深さに埋めた J すなわち，秋同市内の埴壌土の畑

(春にアカマツをまきつけ， 10 月に掘りとった跡地〕に 1953 年 11 JJ 28 日 iこ A ， B, C, D の各試料

種子を温めた。また，山形県最上郡及位村にある釜淵分場fi1f内の火山氏士壌の苗畑(春にスギをまきつけ

て，秋に招りとった跡地)に 11 刀 21 日に A ， B, C の各試料種子を埋めたっこれらの 2 カ所はともに

寸の年に立枯病の発生した跡地であるじ

oh試種子はガーゼに包まれたまま品m りとって，各処到!ごとの試料種子をj{J 500 粒係ll>i.し，山川(1952)

の以内を用いて，昇宋アルコーノ~ (0.1: 50%) で 2 分間殺菌したのち， 殺菌水でじゅうぶん沈撚し， 3 

寸シヤ{レ内の 15cc の馬鈴薯fiíJ汁寒天士山養落田に l 笛につき 10 粒ずつならべ， 各7JWIlごと 100 粒ず

つ供し， 220C の定温器に収め，伊ミ試種子から発育してくる菌について制べたυ

試験結果: 試験開始後 1 週間において分離検出した菌は Table 3 , 4 に示すとおりである

以上の結果をみると，出現の多いものは ， FusarÏl仰 spp. ， Penicillium spp. , Cladosporium sp. , 

Botrytis cinerea, Alternaria sp. および細菌却であり， とくに古種子および蒸気殺菌種子では Fusa・

γium spp. の侵入が多く，月の経過とともにしだし、に増加してゆく。まずこ ， Botrytis cine問a もかなりみ

とめられることは注目すべきことである υ 一方種子に付着または潜在していた土壌菌以外の菌類が，しだ

いに減少してゆくことがわカる。セレサンの塗抹消毒は種子に付着またはおー在する菌類を殺菌するのみな
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らず，土壌中から侵入するE雪組をlíII If:する効果が顕著である しかし，細菌については充分ではないι

2. 秋まき程子からの分離

的検 1 の結果からセレサンによる種子消毒の効果は，きわめて有効なことが明らかになったので， L:f}業

としてまぎつけられた種子に対する効来を明らかにするため，この試淡を行った

1954 年 3 月 26 日につぎに示す 2 箇所の苗畑から任意に試料種子約 150 粒を採取し 3 月 28 日に実

験 11こ準じて菌の分離を行ったω

a. I日山際営林器管I)~~合J以前1:IIr. . . .1953 i'j'. 11 月ド句セレサンを 49/6 塗抹してまきつけたもの。

b. 隠巣営林署管内沢口 ï'i'î1:lll. ・目 .1953 年11 月下旬 500 fi-'i ウスプルン液に 4 時間浸潰したのちまきつ

け，覆土上から 700 倍ウスプルン液 41 濯注したものτ

試験結果 Table 5 の結%はi!V，処f黒区がないので，比較できないが，前の試験結果と対照して種1"1ì'l rす

の効果は明らかにあらわれているものと考えられるつそして採取箇月Irが異なるものの比較は妥当ではない

と考えられるが，セレサンの会妹夫!JJ'1lはウスプルン液浸漬よりもすぐれていることは明らかのよ)である，

3. 春季における分離

Table 5. 秋まきスギ種子から春に分離した菌類

Fungi isolated from the fall sowing s巴eds in spring. 

N思~~s I 罰則畑(平日) I 沢口百jj:/f! C間栄〕
W.'V' 'Vv I 叩ase. Sawa円llchi

菌知 1. (H~品glふi)|(T;KL0511j
Fungi 

Fusa:γium spp. 

Pestalotia 
5hiγaia叫乱

Rhizoplls sp. 

5 

3 

? 

守 2 

Bョcteria 52 

試1検1， 2 では秋まき種子を対照として行っ

たので，春まきを対照としてこの試験を斤った

のである c

試料および試，rjßt方法: {jh試種子は試験 l と

同じ新種子を月jい，つぎに示す各種の処理を行

って， 3g ずつ殺菌ガ{ゼに包み， 1 処理につ

き 9 コずつ 6 月 8 日秋田市内の試験 1 と同じ箇

所に 5cm の深さに坦1めた勺

4重子に対する史jJJ'If'

A. ウスプルン 500 f行政F に 4 [1寺開示t漬



地中のスギ種子を長JJ干する菌傾と種子ìì'li草の効呆 (佐藤)

ci復刊見 18 c) 

C. ルベロン 500 f1'ii1をじ 4 時間以法(

E. メルグロンダスト 4% 塗抹

- 67-

B. 1) オゲン 500 fù許証に 411寺lillí'~涜( グ

D. セレサン 4~品百合1-"1ミ

F. 粉用ルベロン 49b 塗抹

G. Jflfi処理

以上の各企lHfI[をiTった種子をガ{ゼ包のまま jl:íl り，'l\して，試料種子約 100 粒を選び，試倹 1 ， 2 に準じ

て IDiの分離を行って調査した J

Table 5. 春まきスギ種子から分離した菌J1!'j

Fungi isolated from th己 spring sowing “ Sugi" seeds. 

A O_ノ ヅメルクグ粉m

セ J手ンて Y ダスト 1)レベロン 対照
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寸訂正171J11ヨ-;-11 I 2 i 3 

1 I 1 13 161 14 

3 7! 6 

1 1 I 1 
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分離iI寺貼
Period of 

商問 isolation 
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Pestalotiα Shiγaia;抗也
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Phoma sp. 
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Rhizo�us sp. 

守
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O.2~i 
l ウスプルン
Uspulun 

1 : 2 3 
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Iミiogen
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t�: :分離のH寺期 Notes: Period of isolation. 

し..種子消毒b ‘ら 10 日後 After 10 days from the seed disinfection. 

2・一種子rì'hTjh ゐら 20 日後 After 20 days from the seed disinfection. 

J. ..種子消毒方、ら 31 I::l 後 After 31 days from the seed disinfection. 

試!検砧よlと Table5 の結よiと i二よると，分離されたものは Fusarium spp. , Rhi zoctonia solani , 

Penicill iu:刊 spp. , 細菌績などがおもなものであり. 111たから早春における時却の分離と比較して ， R. 

s01a仰がかなり多く出現してきたことは注目すべきことである。

各菜斉II~JJQI ともに処四!後 10 Iヨまて、は効月とが顕箸であり，糸状菌に対しては粉剤のほうがif絹11 よりも J，，1J

梨がすぐれているようである 20 日後になると，この差がしだいに大きくなり， とくにウスプルン区に

は Penicillium spp. が目だって増加してくる しかし，リオゲ、ンではまだがj呆が浅り，ルペロンはこれら

の中間にある。粉斉Ijはいぜんとして効果がすぐれているが，メノレグロンダ、ストは効果が低下しかけているじ

30 日後になると， 以上の差がま十ます大きくなってきているつしかし，細菌に対する各薬斉1Iの効果はじ

ゅうぶんとはいえない。

町 地中から種子に侵入繁殖した菌の殺菌

供試種子は E の試験 1 と同じ古種子を用い，殺菌ガーゼに 10g ずつ， 5 箇包み， 1954 年 7 月 2 日に

JT[の試検 3 と同じ;場所に 5cm の深さに埋めたご 8 月 2 日に試料種子を掘りとって，つぎに示す薬剤処理

を行い，水洗せずに，以ド前の試験に準じて菌の分離を行って ，vi，~べたc
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種子に対する処理

薬剤

ウスプノレン

'/ +グラさン

林業試験場研究報告第 81 号

濃度

500 倍

処:r:rWJ寺耳目

1 , 2 , 4 時間

グ十0.001%

リオゲン 500 倍

ij ルベロン

セレサン

メルクロンダ、スト

粉用ノL ペロン

control 

4% 

ij 

ij 

試検結果. 試験開始後 5 日および 8 日間において発生してきた菌舶は Table7 のとおりである。

Table 7. 地中薗の侵害をうけたスギ種子に対する有機水銀剤の消毒効果

Eff巴cts of the disinfection with the organic mercury compoュnds for the “ Sugi" 
seeds infected by soil organisms. 
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十 ....8 日 [1 の結果 After 8 days. 

5 

Notes: ネ ....5 日円の結* After 5 days. 

この結果をみると，組織内に仕入，繁拍手した菌類の殺菌はずいぶん対燥なようであり，粉剤のほうが液

剤よりもややがJ呆がナぐれているようである。液剤では各;:iiÂIJI!i]および tl1~時間の聞には顕著な差がfJ1わ

れていないの

v 考察および結論

原田・柳沢 (1952) i主トドマツ種子を昇禾とウスプルンで消毒して貯蔵すれば，発長Fが良好であると報

747 しており，このことは貯蔵中の種子が菌の段害をうけることが少なくないふとを示しているものと考え・

られる υ これはスキ、積子についても当然考えられることである。しかし，この試喰に用いられたスギの貯

蔵古種子はj七較的商船の付着または幣在 Fるものが少なかったのは乾燥がじゅうぶんだったためと考えら

れる。
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筆者ら(佐藤・太田 1953) はスギ種干には F川町IU問 spp. ， Botrytis cine何3 そのほかの立枯病菌が

付着または淋在しており，接種試を負の結果これらの菌に病原性があることを報(lょした 3 また，この試事こ

おし、ても，スギ種子力}らこの種の菌煩が分間程されている》

したがって，種子はまきつけ前に消毒することが必要である。この目的のためウスプルン波及漬による

消毒を行うには， 600 {ì'fi夜では 4~6 時r; ni交i資すれば，ほぼ同的を達ナることができる J そしてこの濃度

と浸漬時間では種子の発芳二には警がないようである u

しかしながら，この F~[ 的のための種子消毒にはほかの実験結果が示すとおり，塗抹m有機水銀剤処理の

iほうが有効である

秋まき種子は発芽まで ì:' 5 カ月以上も地rl" ~こあるため，有害菌の侵入，繁舶による腐敗に対する危険が

多い主体されている 秋から早春までの低温1切において種子に以入，繁殖するii:I [すべき菌U!は Fusariz仰

spp. , Botrytis cincrea , Cladosρorium sp. , Alternaria sp. 白などがおもなものであり，とくに Fusarium

spp. の似入がいちじるしし~セレサンによる種子盗事択はこの殺菌と侵入の阻止にはかなり有効て、あり，

筏効性もすぐれており，大体発芽までの効果が期待される。このことは四手井ら (1951) ，柄内ら(1949) ，

余語 (1951) ，今井(1952 a-b)，佐々木 (1954) の報 (Lfを病理学的に裏づけることとなろうー

一般にi\'f政種子は m~消毒でまきつけた場合， とくに秋まきについては発芳成績がきわめて不良な例が

多い。また，エヅマヲおよびトドマヅの貯蔵種一了ーに対するメルクロンダストのìTjf撃がきわめて顕著な効果

をあげた報;立がある(栃内ら 1949，余語 1951，佐々木 1954)。この試倹結果でも古種子および蒸気殺菌

種子に対してはとくに Fusarium spp. の侵入が多L 、。また， まきつけ前に種芋についていた土壌菌以外

の菌類は地中におし、てしだし、に減少するひ

春季に種子に位入および繁殖する菌類のうち ïì ・ I [すべきものは ， Fusarium spp. , Rhizoィ;tonia solani な

どであるコこれで冬から早春までの分離出来でも示すとおり，種子を侵害する菌邸は伊)f~ (1949 , 1950, 

1954 )が針濃紺舵il'íの立桔病菌の{I;;表的なものとした Fusarium spp. , R. solani が主I~なものであるこ

とがわ力、った。春季には秋から早春にかけて認められなかった R. solani のj.三入が少なくなく，また，ほ

かの菌慰問佼スおよび繁殖が早いのは， 地温の差異にもとづくものであろう 種子山市の効果について

も， 秋まきの坊・合にjヒして残効が短く， そして塗抹川有機水銀剤のほうが， d-漬)jJのものよ，)も主主効が

長く，主きつけから発芽忠揃までの約 1 -)]月間の効:采が!明待できるであろうコさきの秋まき種子に対ナる

セレサンの効果と，この結呆からみて，立枯州の!切除のための種子消毒には以出剤よりも徐抹剤のほうが

有効であるとしづ結論になり，従来セレサンやメノレクロンダストによる消毒の効果が多く報告されている

ことが了W!'できる〉

種子に処理した薬剤の効果がなくなってくると p仰!CI・lliu:n spp. の侵入と繁植が急激に現われてく

る。

夏季に地中に埋めて閣制を侵入，繁則iせしめた種-F を各種の有険水銀斉Ijで史山県したJ;J0合の)-JJ*iHヒ較的

jH:~、が，一般に粉斉Ijは液剤よリも効果が多いようである したがって，地中において種子に種々の菌却が

i吟入してからの殺菌は間矧て、あるから，まきつけ前の種子治市による|山政が必要なことがわかる ο
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\1摘要

このM'J'E I土スギ極子に H~百または~f'，~在する凶J;('[とウスプルンによるその殺菌j:jJ ;.K， 種子がまきつけられ

た助合，地中においてμ入および繁殖する菌知の種jjjj と w万]歩合とその季節j(l 'j_;í老化.および有機水銀斉Ijに

よる種芋消毒のう~J)jとについて l川らカ、にするために行ったものであるピ

1 "年間乾燥じゅうぶんな場所に保存されたスギ種子は新種子よりも菌組のj替在が少な治当った}

2. スギ種子に{、J)資および浴伍する立枯病関そのほ泊、の菌を消毒するため，ウスプルン 600 倍液(ì校温

18'切にi主演する場合には 4~6 t1寺 Ildli長:託すれば， 56比二を害することなくほぼ 1:1 1刊を達することができ

ー，

屯) 0 

3. TJ、から春までの JtJlI1 l)f..:..t山中で種子に叫入および繁引iする菌加には立柏病的として知られている

Fusarium spp. , Botrytis cine陀d などが少なくなしとくに Fusarium がもっとも多く，古種子や蒸気

設菌種子1 ;1:新種子よりもはるかに(出与されやすい』菌加の位百の防1;余には種 f守重量の 596 のセレサンの

抱抹が有効であり，大体春まで‘の効果が期待される J

4. 脊手には秋から早春までのj明1111におけるよりも国防の似入庁、:ìiliく， 冬から」子春まで分離された

Fusarium spp. のほか立枯病の代表的なものである Rhizocfollia solani も相当数分離された。

5. 有機水~R剤による種子1t" j脊の伎がj も春にはむ;虫、ら年春までの矧r; IJにjヒして短いが，セレサン，粉JIJ

ノレベロンおよびメルクロンダストの種子重量の 4% 塗抹消毒により 1 カ JJ 以上の効果が期待できる ν 以

七時IJ の処í~lは主主抹庁IjにJt して桟効が短いのでがJ曲である

6. 夏季地11"に店!没した λギ種干に位入および繁Jìli した菌事lの有機水銀斉I)V":'よる~~閣は不じゅうぶんで

あり，これにも粉河lは液斉IJ よりもすくうれている l
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Explanation of plates. (図版説明j

Plate 1. 

1. Growth of fungi and bacteria � the “ Sllgi" seeds disinfecteヨ with 0.16% Uspllllln 

sollltion. (0.16% ウスプルン液てγi'j毒したスギ種子からの菌の発育)

A. C�trol. (対mu B. Soaked for 30 minlltes (30 分以主主) C. So旦ked fOl・ 2 hours. 

(_ 21碍I;UiUt'U D. Soaked for 4 hours. ( 4 i1寺 IWûi覧) E. Soaked for 6 homs.( G 

11寺l!i1 ì己;安) F. Soaked fOl・ 9 hours. (911寺日t1&tì'D G. Soaked for 12 homι(12 時 I;ll

没涜j

2. Yamada's disinfection apparatlls. (山口 IJ乏の;段南装"ii1J

Plate 2. 

Growth of fungi and bacteria on the spring sowing “ Sugi" seeds disinfected with organic 

mercury compounds. (有機水銀斉IJで ìi'j育J した春まき λキ種子からの菌の発育〉

Period � isolation. (分肉佐官寺矧)

1. After 20 days from the seed disinfection. (消毒から 20 臼後)

2. After 31 days from th巴 seed disinfection. (iì'í毒から 31 日後j

A. Control. (文tWD B. Soaked in 0.2% Vsplllun solution for 4 hOllrs. (ウスプルン

0.2% 液 4 時I;:Ji是主主) C. Soaked in 0.2% Riogen solution for 4 h�rs. (リオゲ‘ン

0.2% 判長 4 時間j浸漬) D. So汰巴d in 0.2% Ruberon solution for 4 hOllrs. (ルベロン

0.2% 減 41時間以法) E. Dusted with 4% Ceresan. (4 %セレサン塗抹) F. Dllsted 

with 4% Mercron dust. (4 % メノL タロンダスト:主主ぅ宋) G. Dllsted with 4% Rllberon 

dllSt. ( 4 %粉}目ルベロン塗抹)



-72 ー 林業試験場研究報告第 81 号

Kunihiko SA'I'O: On the Infection by Fungi to "Sugi" Seeds Sown in Soil , 

and the Effects of the Seed Treatments with Organic Mercury Compounds. 

R駸um� 

1n the present paper the author deals 、Nith the results of the following 

experiments: the isolation of fungi and bacteria from “ Sugi" seeds sown in 

soil , and the seed disinfection with organic mercury compounds. ResuIts ohtained 

are summarセed as follows: 

1. Organisms were more frequently isolated from the new seeds than from 

the seeds stored for two years uncler dry conditions. (Table 1) 

Soaking of the seeds in 0.16% Uspulun solution for 4-5 hours was fairIy 

effective in disinfecting the seecl-borne organisms, ancl the treatments were not 
harmful to the germination of the seeds. (Table 2) 

2. Fusarium spp. , Cladosρorium sp. , Botrytis cinerea , Alternaria sp. ancl 

bacteria, etc. , were isolated from the fall-sowing .seeds in winter-spring. Among 

the organisms obtainecl , Fusarium spp. were most abWlclant. The stored seeds 

were more severely infected by the organisms than the new seeds. These seeds 

were infectec1 with many species of fungi anc1 bacteria, not only before sowing 
but also after sowing. Treating the seec1s with 4-5% Ceresan was very effective 

in disinfecting the seec1-borne organisms, anc1 the effectiveness continued until 

geロnination of the seec1s. (Table 3, 4, 5) 
3. The spring-sowing seeds were more quickly infectec1 than the faII-sowing 

seeds by the foIIowing organisms: Fusarium spp. , Rhizoctonia solalli ancl 

Penicillium spp. , etc. 

The effects of c1isinfecting with organic mercury compounc1s were 1l10re 

quickly cl巴creasecl in the spring-sowing seec1s than in the faII-sowing seecls. 

Treating the 日eec1s with the foIIowing fungicides was very effective: Ceresan, 

Ruberon dust , and Mercron c1ust. (Table 6) 

These resuIts show that c1ust fungicides are more effective in preventing 

pre-emergence c1amping-off than soaking fungicic1es. 

4. For seec1s which had already been infected by soil organisms, fungicicle 

treatments clid not result in satisfactory disinfection. (Table 7) 
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